
	

                                                                                                                                                                                                                                                             	
おかげさまで、若田接骨院は先月8月 16日に開院25周年を迎えることが出来ました。 
開院時は代表の近藤が31歳でした。開院当時に現在受付をしている妻が臨月でしたが手伝って
くれました。ちなみに、この時生まれた娘も今は整形外科で理学療法士として働いております。
また、はじめて親となる責任も有って、無我夢中で頑張れる環境でスタートしました。開院当初
は受付１人と私の2人でしたが、開院して間もなく患者様も増えてきて、スタッフも徐々に増員
していきました。既に独立して行ったスタッフも含め、現在も多くのスタッフから協力を得て、
何とか無事に２５年を迎えることが出来ました。また、地域の方々の協力が有っての事と心より
感謝申し上げます。 
現在、近藤も56歳に成りましたが、25年を折り返し地点と考え、ここから25年後（81歳）
までは若田接骨院にて現役で治療をして行きたいと思います。ここまでは我武者羅に走って来た
つもりでおりますが、折返しからは少し景色を楽しみながら（時には歩きながら）戻って行きた
いと考えております。そうは言ってもやりたいことは沢山あり、どこまでゆっくり走れるか分か
りませんが（笑） 
私の頭の中には「地域社会において、どのように柔道整復師が地域貢献出来るのか？」と言うテ
ーマがあり、常に思考を止めずにこのテーマについて開院時から考え続けています。高齢者や知
的障害のあるお子様のデイサービスをはじめたのも我々の出来る地域貢献を探した結果です。
我々の手の届く範囲の方たちの健康と幸せに貢献できれば幸いに思います。 
目まぐるしい時代の変化に、どのように柔道整復師として適応していくのか？これは常に考えて
行くべきテーマだと肝に銘じております。私自身は、この仕事に対する「こだわりと誇り」を持
ち、先人たちが築いて下さった治療技術を科学的に証明しながら、素晴らしい治療技術を後世に
残せるように、若いスタッフを育て行くことが使命と感じております。次世代に技術を継承しな
がら、地位社会に貢献できるように、人を育てることでお役に立てればと考えております。 
どうぞ、若田接骨院のスタッフ共々、今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申
し上げます。 
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